
図1　汚染状況重点調査地域内において、地表から1メートルの高さの測定地点（放
射線量は毎時0.21マイクロシーベルト）でシンチレーションサーベイメーターで同
定された、自然起源の放射性核種のカリウム40とトリウム232のガンマ線。この測
定地点では放射性セシウムのガンマ線は検出されていない

198.9ch Th-232 487.3ch k-40 876.0ch Th-232

channel:647 energy:1940 counts:1

図2　セシウム137（半減期30.1年）とカリウム40（半減期12.48億年）から放射される
ベータ線やガンマ線のエネルギー（単位はメガエレクトロンボルト）
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粉塵のでない土壌粉砕篩分け装置完成！

DIK-2600
無粉塵型自動粉砕篩分け装置  RK4 

新 製 品

装置本体外観

装置本体内部 土壌粉砕篩分け容器（ポリプロピレン製、1台に 4組付属）

特許申請中

●　粉塵がでないため、汚染土壌の粉砕や篩分けも安心。

　　集塵装置も必要無し！

●　土壌の粉砕と直径 2mm以下の篩分け工程を 1 台の装置で 

　　同時に行うことが可能。土壌前処理時間の大幅な短縮を実現！

●　4 個の容器（試料）で最大約 800g の土壌試料を投入可能。 

　　粉砕時間は、約 2分。多試料の土壌粉砕篩分けに最適！

Ｘ線の匠
土壌Ｘ線透視汚染元素分析装置シリーズは、迅速かつ適確に仕分けします！

①自然由来重金属と人為汚染土壌調査に
 ②廃棄処分場の有害金属と有用金属の分析
  ③点の分析から面の環境評価まで

お問合せは TEL：075-662-5161  FAX：075-662-5171

蛍光Ⅹ線透視分析装置 RBOXRF+50μ

株式会社 エックスレイ プレシジョン 〒601-8116 京都市南区上鳥羽鉾立町11番地の2
http://www.x-ray.co.jp/

自然由来重金属類評価研究会法人会員

野外分析風景 土壌試料のX線透視像

土壌試料の蛍光X線スペクトル

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特

別
措
置
法
に
基
づ
い
て
汚
染

状
況
重
点
調
査
地
域
が
指
定

さ
れ
た
。
環
境
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
岩
手
県
か

ら
千
葉
県
の
８
県
の
計
１
０

２
の
市
町
村
が
、「
平
均
的

な
放
射
線
量
が
毎
時
０
・
２３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
区
域
を
含
む
汚
染
状
況
重

点
調
査
地
域
」
に
指
定
さ

れ
、
私
が
暮
ら
す
茨
城
県
つ

く
ば
市
も
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の

指
定
を
受
け
た
市
町
村
内
で

は
さ
ら
な
る
放
射
線
量
調
査

を
行
い
、
放
射
線
量
が
毎
時

０
・
２３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
上
の
区
域
を
特
定
し
、

放
射
能
除
染
実
施
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
に
な
る
。

放
射
線
量
を
毎
時
０
・
２３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
定

め
た
理
由
は
、
大
地
か
ら
の

自
然
起
源
の
放
射
線
量
を
毎

時
０
・
０４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
、
原
発
事
故
に
起
因
し

た
放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
発

生
し
て
い
る
放
射
線
量
で
あ

る
、「
原
発
事
故
に
よ
る
追
加

被
ば
く
線
量
」を
毎
時
０
・
１９

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

し
、毎
日
８
時
間
は
屋
外
に
、

１６
時
間
は
屋
内
に
滞
在
す
る

生
活
パ
タ
ー
ン
を
仮
定
し
た

場
合
に
、
原
発
事
故
に
よ
る

追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
１

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に
達
す
る
た

め
で
あ
る
。
追
加
被
ば
く
線

量
は
最
小
限
に
す
べ
き
で
あ

る
が
、
人
間
は
宇
宙
か
ら
の

放
射
線（
宇
宙
線
）に
よ
っ
て

年
間
０
・
３５
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

程
度
外
部
被
ば
く
す
る
と
と

も
に
、
土
壌
や
岩
石
に
含
ま

れ
る
カ
リ
ウ
ム
４０
（
半
減
期

１２
・
４８
億
年
）や
ト
リ
ウ
ム
２

３
２（
半
減
期
１
４
０
・
５
億

年
）
な
ど
の
自
然
起
源
の
放

射
性
核
種
に
起
因
す
る
放
射

線
に
よ
っ
て
も
年
間
０
・
３５

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
外
部
被

ば
く
し
て
い
る
た
め
、
こ
う

し
た
自
然
界
か
ら
の
放
射
線

被
ば
く
と
同
程
度
の
年
間
１

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
の
外
部
被
ば

く
は
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。環

境
省
の
「
汚
染
状
況
重

点
調
査
地
域
内
に
お
け
る
環

境
の
汚
染
状
況
の
調
査
測
定

方
法
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
よ
る
と
、
放
射
線
量

測
定
は
ガ
ン
マ
線
の
空
間
線

量
率
が
計
測
可
能
な
校
正
済

み
の
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
を
用
い

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
原
発
事
故
に
よ
る
追
加

被
ば
く
を
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
と
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
）
の
ガ
ン
マ
線

に
よ
る
外
部
被
ば
く
に
限
定

し
た
場
合
、
ガ
ン
マ
線
計
測

に
適
し
た
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ

ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
で

放
射
線
量
を
計
測
す
る
こ
と

は
有
効
で
あ
る
が
、
シ
ン
チ

レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ

ー
タ
ー
で
は
宇
宙
か
ら
の
放

射
線
は
ほ
と
ん
ど
計
測
で
き

な
い
た
め
、
放
射
線
量
調
査

で
は
宇
宙
か
ら
の
放
射
線
は

無
視
さ
れ
、
大
地
か
ら
の
自

然
起
源
の
放
射
線
の
み
を
自

然
界
か
ら
の
放
射
線
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ

ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
の
中
に
は

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
や
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
に
起
因
す
る
ガ
ン

マ
線
と
、
カ
リ
ウ
ム
４０
や
ト

リ
ウ
ム
２
３
２
に
起
因
す
る

ガ
ン
マ
線
を
識
別
で
き
る
機

種
も
あ
る
（
写
真
）。

図
１
は
カ
リ
ウ
ム
４０
や
ト

リ
ウ
ム
２
３
２
が
多
く
含
ま

れ
る
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
や
花
崗

岩
な
ど
の
岩
石
が
分
布
す
る

汚
染
状
況
重
点
地
域
内
に
お

い
て
、
地
表
か
ら
１
㍍
の
高

さ
の
測
定
点
に
お
け
る
シ
ン

チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ
ー
ベ
イ

メ
ー
タ
ー
で
得
ら
れ
た
自
然

起
源
の
放
射
性
核
種
の
ガ
ン

マ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る

（
測
定
は
自
然
由
来
重
金
属

類
評
価
研
究
会
理
事
の
和
田

信
彦
氏
）。こ
の
測
定
点
の
放

射
線
量
は
毎
時
０
・
２１
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る

が
、
そ
の
大
半
は
自
然
起
源

の
放
射
性
核
種
の
カ
リ
ウ
ム

４０
と
ト
リ
ウ
ム
２
３
２
に
起

因
す
る
ガ
ン
マ
線
で
、
原
発

事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
ガ
ン
マ
線
は
検

出
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
放
射
線
量
調
査

の
際
に
は
、
大
地
か
ら
の
自

然
起
源
の
放
射
線
量
は
全
国

均
一
に
年
間
０
・
３５
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
（
毎
時
０
・
０４
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
は
な

い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
茨
城
県
つ
く
ば
市
は

カ
リ
ウ
ム
４０
や
ト
リ
ウ
ム
２

３
２
な
ど
の
自
然
起
源
の
放

射
性
核
種
の
含
有
量
が
少
な

い
沖
積
層
に
覆
わ
れ
て
い
る

た
め
、
大
地
か
ら
の
自
然
起

源
の
放
射
線
量
は
毎
時
０
・

０４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
程

度
で
あ
る
が
、
カ
リ
ウ
ム
４０

や
ト
リ
ウ
ム
２
３
２
が
多
く

含
ま
れ
る
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
や

花
崗
岩
な
ど
の
岩
石
が
分
布

す
る
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
の
中
に
は
、
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
セ

シ
ウ
ム
１
３
４
と
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
）
汚
染
が
軽
微
で
本

来
の
追
加
被
ば
く
線
量
が
毎

時
０
・
２３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
大
き
く
下
回
る
場
合

で
も
、
図
１
の
よ
う
に
大
地

か
ら
の
自
然
起
源
の
放
射
線

量
が
毎
時
０
・
２１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
程
度
（
年
間

１
・
７
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
程

度
）に
達
す
る
地
点
が
あ
る
。

放
射
能
除
染
実
施
計
画
を

策
定
す
る
際
の
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
除

染
の
対
象
は
原
発
事
故
で
放

出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

で
あ
り
、
大
地
か
ら
の
自
然

起
源
の
放
射
線
は
除
染
で
き

な
い
こ
と
を
住
民
に
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
放

射
性
核
種
を
同
定
で
き
る
シ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ
ー
ベ

イ
メ
ー
タ
ー
は
放
射
能
除
染

実
施
計
画
を
定
め
る
上
で
有

効
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
道
具
と
な
る
。

土
壌
や
岩
石
に
含
ま
れ
る

自
然
起
源
の
放
射
性
核
種
の

う
ち
、
カ
リ
ウ
ム
４０
は
外
部

被
ば
く
だ
け
で
な
く
内
部
被

ば
く
の
原
因
と
な
る
点
に
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
カ

リ
ウ
ム
は
生
命
維
持
に
必
須

な
元
素
で
あ
り
、
成
人
男
子

に
は
１
４
０
㌘
も
の
カ
リ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

の
カ
リ
ウ
ム
の
中
の
０
・
０

１
１
８
％
が
放
射
性
核
種
で

あ
る
カ
リ
ウ
ム
４０
で
あ
る
。

セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
壊
変
し

て
安
定
核
種
で
あ
る
バ
リ
ウ

ム
１
３
７
に
な
る
過
程
で
ベ

ー
タ
線
と
ガ
ン
マ
線
を
放
射

す
る
が
、
自
然
起
源
の
放
射

性
核
種
で
あ
る
カ
リ
ウ
ム
４０

も
壊
変
し
て
安
定
核
種
で
あ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
４０
に
な
る
過

程
で
ベ
ー
タ
線
を
、
ア
ル
ゴ

ン
４０
に
な
る
過
程
で
ガ
ン
マ

線
を
放
射
す
る
（
図
２
）。

た
だ
し
、
カ
リ
ウ
ム
４０
の
半

減
期
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の

半
減
期
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
ほ
ど
長
い
た
め
、
カ
リ

ウ
ム
４０
に
よ
る
内
部
被
ば
く

量
は
年
間
０
・
２
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
程
度
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
薬
事
・
食

品
衛
生
審
議
会
の
放
射
性
物

質
対
策
部
会
は
、
食
品
に
よ

る
内
部
被
ば
く
量
を
年
間
１

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に
抑
え
る
た

め
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
放

射
能
の
強
さ
の
基
準
値
を
飲

料
水
で
は
１
㌔
グ
ラ
ム
当
た

り
１０
ベ
ク
レ
ル
、
乳
児
用
食

品
と
牛
乳
は
同
５０
ベ
ク
レ

ル
、
そ
れ
以
外
の
一
般
食
品

は
同
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

と
す
る
案
を
ま
と
め
、
食
品

摂
取
の
際
の
内
部
被
ば
く
へ

の
対
策
を
講
じ
た
。
こ
れ
ら

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
放
射

能
の
強
さ
の
基
準
値
は
、
食

品
に
含
ま
れ
る
自
然
起
源
の

放
射
性
核
種
で
あ
る
カ
リ
ウ

ム
４０
の
放
射
能
の
強
さ
と
同

レ
ベ
ル
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
資
料
「
食
品
か

ら
の
放
射
性
物
質
の
一
日
摂

取
量
の
推
定
に
つ
い
て
」
に

よ
る
と
、
東
京
都
、
宮
城

県
、
福
島
県
で
原
発
事
故
後

の
昨
年
９
月
お
よ
び
１１
月
に

購
入
さ
れ
た
食
品
に
基
づ
い

て
平
均
的
な
食
生
活
に
お
け

る
放
射
性
物
質
の
１
日
摂
取

量
が
計
算
さ
れ
、
食
品
中
の

カ
リ
ウ
ム
４０
の
放
射
能
の
強

さ
の
合
計
が
東
京
都
で
は
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
１
７
３

倍
、
宮
城
県
で
は
３０
倍
、
福

島
県
で
は
２５
倍
程
度
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
カ
リ
ウ
ム
は
植
物
の
必

須
元
素
で
あ
り
、
農
作
物
に

は
多
く
の
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
農
作
物
中

の
カ
リ
ウ
ム
４０
摂
取
に
よ
る

内
部
被
ば
く
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
厚
生
労
働
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料
は
示
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
資
料
は
食

品
汚
染
に
関
す
る
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

上
で
重
要
で
あ
る
。

農
作
物
な
ど
の
食
品
中
に

含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
恐
れ

る
あ
ま
り
、
一
部
の
農
作
物

に
対
し
て
風
評
被
害
が
発
生

し
て
し
ま
う
事
例
が
マ
ス
コ

ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
科
学
的
根
拠
の
な
い
風

評
被
害
が
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
内
で
起
き
は
な
ら
な

い
。
土
壌
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て

も
、
土
壌
か
ら
植
物
へ
セ
シ

ウ
ム
が
移
行
す
る
割
合
は
土

壌
の
特
性
に
よ
っ
て
変
わ
る

は
ず
な
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は

土
壌
汚
染
対
策
法
の
土
壌
汚

染
状
況
調
査
で
得
た
技
術
や

知
識
を
生
か
し
、
溶
出
量
試

験
で
セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
か
ら

水
へ
の
移
行
割
合
を
調
べ
、

農
作
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

汚
染
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
で

あ
る
。

専
用
ラ
ッ
ク
導
入
し
現

場
測
定
１
日
１
４
０
点

可
能
に

放
射
性
物
質
へ
の
対
応
を

強
化
し
て
い
る
同
社
で
は
原

発
事
故
後
、
た
だ
ち
に
「
ベ

ク
レ
ル
モ
ニ
タ
ー
」
や
ガ
ン

マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー

「
Ｒ
Ｔ
―
３０
」、「
ゲ
ル
マ
ニ

ウ
ム
半
導
体
を
用
い
た
ガ
ン

マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ

ー
」
を
導
入
。
当
初
は
輸
出

用
の
工
業
製
品
や
食
品
の
検

査
、
下
水
汚
泥
な
ど
の
検
査

が
主
体
と
な
っ
た
が
、
昨
夏

ご
ろ
か
ら
現
場
の
放
射
線
量

の
測
定
を
開
始
し
て
い
る
。

現
場
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
は
こ
れ
ま
で
に
福
島
県
や

首
都
圏
な
ど
で
数
十
件
の
実

績
を
積
ん
で
い
る
。
２
台
の

「
Ｒ
Ｔ
―
３０
」で
臨
む
現
場
で

の
線
量
測
定
は
、
一
般
的
な

土
壌
汚
染
調
査
と
同
様
に
当

初
か
ら
メ
ッ
シ
ュ
を
切
っ
た

測
定
を
実
施
。
最
初
は
１
点

ず
つ
高
さ
を
測
り
な
が
ら
線

量
を
測
定
し
て
き
た
が
、
迅

速
性
と
確
実
性
を
両
立
さ
せ

る
た
め
、１
㌢
、５０
㌢
、
１
㍍

の
高
さ
を
一
回
で
測
定
で
き

る
よ
う
、
専
用
の
ラ
ッ
ク
を

導
入
。
測
定
す
る
高
さ
の
位

置
を
確
認
し
な
が
ら
１
点
ず

つ
測
定
す
る
場
合
、
１
日
に

４０
点
程
度
し
か
測
定
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
同
社
で
は
、
１
日
当

た
り
１
４
０
地
点
と
飛
躍
的

に
測
定
数
を
増
や
す
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
先
月
環
境

省
が
公
表
し
た
「
除
染
関
係

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
除
染

前
に
地
表
付
近
、
５０
㌢
、
１

㍍
の
高
さ
の
空
間
線
量
率
の

測
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
準
備
は
す
で
に
完

了
し
て
い
る
と
言
え
る
。

一
方
、
こ
れ
か
ら
本
格
化

し
て
い
く
面
的
な
除
染
を
見

据
え
、
こ
れ
ま
で
食
品
な
ど

で
使
用
し
て
き
た
「
ベ
ク
レ

ル
モ
ニ
タ
ー
」
も
現
場
に
導

入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
除
染

の
効
果
の
評
価
な
ど
で
放
射

能
量
に
よ
る
評
価
も
重
視
さ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の

だ
。
同
社
で
は
ラ
ボ
に
「
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
を
用
い

た
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ

ト
リ
ー
」
を
導
入
し
て
お

り
、
現
場
で
採
取
し
た
試
料

を
ラ
ボ
に
送
り
、
詳
細
分
析

を
行
う
こ
と
は
可
能
だ
。
し

か
し
、
同
社
の
石
山
直
樹
営

業
本
部
長
は
、「
現
場
で
の

作
業
効
率
性
を
考
え
た
場

合
、
自
然
由
来
の
重
金
属
類

な
ど
の
測
定
で
用
い
ら
れ
る

現
場
分
析
と
同
じ
よ
う
に
、

現
場
分
析
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
、
迅
速
な

除
染
工
事
な
ど
を
視
野
に
入

れ
た「
ベ
ク
レ
ル
モ
ニ
タ
ー
」

の
活
用
も
見
据
え
て
い
る
。

実
績
を
積
む
同
社
だ
が
、

当
初
は
戸
惑
い
も
少
な
く
な

か
っ
た
と
言
う
。
放
射
性
物

質
は
こ
れ
ま
で
に
扱
っ
た
こ

と
の
な
い
物
質
。「
社
内
で
も

慎
重
な
意
見
は
多
か
っ
た
」

と
話
す
。
環
境
調
査
を
実
施

し
て
き
た
同
社
の
作
業
員

も
、
目
に
見
え
な
い
放
射
能

へ
の
健
康
不
安
は
少
な
く
な

い
。こ
の
た
め
、「
専
門
家
を

招
い
て
の
社
内
勉
強
会
を
開

い
た
ほ
か
、
社
外
の
セ
ミ
ナ

ー
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
」
と
現
場
作
業
員

の
メ
ン
タ
ル
的
な
不
安
を
取

り
除
く
こ
と
や
、
実
際
の
作

業
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保

に
多
く
の
時
間
を
割
い
て
い

る
。除

染
本
格
化
に
備
え
、

近
く
ラ
ボ
用
測
定
器
１

台
追
加

ま
た
、「
現
場
の
放
射
線

測
定
で
は
土
壌
汚
染
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
き
て

い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。
土

壌
汚
染
の
現
場
で
は
対
象
区

域
外
へ
の
拡
散
を
防
ぐ
作
業

環
境
の
管
理
は
当
た
り
前
だ

が
、
放
射
性
物
質
の
調
査
で

は
土
壌
汚
染
調
査
の
経
験
が

な
い
事
業
者
も
あ
り
、「
土

壌
汚
染
調
査
・
対
策
の
教
育

が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
」
と
も
指
摘
し
て

い
る
。
放
射
線
の
専
門
家
と

土
壌
汚
染
調
査
・
分
析
な
ど

の
専
門
家
が
互
い
の
知
識
、

経
験
を
融
合
し
、
良
い
ア
イ

デ
ア
や
手
法
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
安
全
で
迅
速
、
確
実

な
現
場
管
理
に
つ
な
が
る
と

の
考
え
を
示
す
。

同
社
で
は
今
後
、
ラ
ボ
用

に
「
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体

を
用
い
た
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク

ト
ロ
メ
ト
リ
ー
」
を
も
う
一

台
導
入
す
る
予
定
と
し
て
お

り
、
面
的
除
染
な
ど
が
本
格

化
す
る
今
後
の
情
勢
に
対
応

す
る
構
え
だ
。

日
本
環
境
（
横
浜
市
鶴
見
区
）
は

昨
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
ガ
ン

マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
を
導
入

す
る
な
ど
、
放
射
性
物
質
を
含
む
土

壌
の
分
析
な
ど
に
関
す
る
体
制
を
整

え
た
。
現
場
測
定
も
経
験
を
重
ね
、

今
後
本
格
化
す
る
面
的
な
除
染
へ
の

対
応
も
進
め
て
い
る
。
土
壌
汚
染
対

策
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機
関
、
環

境
計
量
証
明
事
業
者
と
し
て
放
射
性

物
質
に
向
き
合
う
、
同
社
の
取
り
組

み
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
取

材
し
た
。

（
名
古
屋
悟
）

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
で
の
現
場
調
査
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

作作物物のの放放射射能能汚汚染染防防げげ

産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質
情
報
研
究
部
門
主
任
研
究
員

（
自
然
由
来
重
金
属
類
評
価
研
究
会
会
長
）

ま

る

も

か

つ

み

丸
茂
克
美

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ
ー
ベ
イ
計
除
染
計
画
策
定
に
有
効

科
学
的
根
拠
な
い
風
評
被
害

自
然
由
来
の
内
部
被
ば
く
も

土壌調査の
技術を活用

放射性核種の同定が可
能なシンチレーション
式サーベイメーターに
よる放射線量調査

除除
染染
本本
格格
化化
へへ
測測
定定
体体
制制
確確
立立

日日本本環環境境

「ＲＴ―３０」現場で威力
ベクレルモニターも活用へ
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